
新荘学区の常住人口	 世帯数 2,921
男 2,674　女 2,835　　合計 5,509

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 503	（ 9.1％）	 15	〜 64 才	 3,100	（56.3％）
　【参考値】	 65	才以上	 1,906	（34.6％）

３月３日（日）、新荘市民センターにおい
て「新荘ふれあいまつり」が５年ぶりに開
催され、温かい晴天のなか、延べ３百人の
地域の皆様が参加し、おまつりを楽しみま
した。
ホールにおいて開会式に続き定期講座・
利用団体計11の発表が行われ、小会議室で
は指圧体験教室、和室では石州流茶道、市
民サロンではバザー、調理室では豚汁販売、
駐車場では肉まん、たい焼きなど５つの模
擬店販売が、それぞれ行われました。
発表会のあと、ホールにおいてバザーな
どの収益金贈呈式が行
われ社会福祉協議会新
荘支部に寄贈されまし
た。また、最後のお楽
しみ抽選会ではホー
ル満場のなか、一等賞
から十等賞までの数多
くの賞品が当選者に渡
り、盛り上がりのうち
に閉会となりました。

２
月
28
日（
水
）、「
市
民
の
集
い
」
が
新
会

場
の
水
戸
市
民
会
館
ユ
ー
ド
ム
ホ
ー
ル
（
中
ホ
ー

ル
）
に
お
い
て
実
施
さ
れ
、
新
荘
地
区
で
は
、

次
の
方
々
が
永
年
勤
続
町
内
会
長
･
自
治
会
長

ほ
う
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

・
三
十
年
勤
続

大
津
　
順
一
郎
様
（
柳
小
路
）

・
十
年
勤
続

中
村
　
周
幸
様
（
元
山
町
四
区
中
部
）

吉
成
　
保
一
様
（
元
山
町
偕
楽
）

水
戸
市
ほ
う
賞
受
賞
者

令
和
５
年
度

市民サロンでの盛況のバザー

満場のお楽しみ抽選会 発表会（童謡クラブ）

大津順一郎様　受賞

新荘会ホームページの紹介

※検索のほか、QRコードからもアクセ
スできます。

住みよいまちづくり新荘会 検索

新荘会や関係団体からの回覧等
のお知らせをい
ち早く掲載して
ますのでご利用
下さい。

名称「水戸市新荘地区地区会
　　　住みよいまちづくり新荘会」

５年ぶり開催
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２
月
28
日（
水
）、
令
和
５
年
度

新
荘
地
区
福
祉
講
演
会
が
行
わ
れ
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
市

デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
課
の

江
幡
氏
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

内
容
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利

用
範
囲
・
利
点
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
し
込
み
方
法
。
こ
の

カ
ー
ド
に
よ
る
便
利
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
や
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
（
行
政
運
営
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
ー
ビ
ス
）、
健
康
保
険
証

利
用
、
公
金
受
取
口
座
利
用
及
び

ス
マ
ホ
利
用
。
最
後
に
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
や
詐
欺
防
止
に
つ
い
て

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
16
名
で
し
た
。
詳
し

く
は
講
演
資
料
を
ご
覧
下
さ
い
。

ダンススポーツ フォークダンス

コーラス（合唱） 歌謡（歌唱）

太極拳（演舞）

着付け（帯結び） はまゆう会（民舞）

友美会（民謡）

和宝会（連吟、仕舞）

模擬店（肉まん、ポプコーン、他）

お茶席（石州流茶道）

踏愛会（ダンススポーツ）

模擬店（たい焼き・焼きいも）

新荘
ふれあいまつり

発表会、その他一部紹介

令
和
５
年
度

福
祉
講
演
会

演
題
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
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２
月
18
日（
日
）、
新
荘
市
民
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
26
名
が
参
加
し
て
ユ

ニ
カ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
８
チ
ー

ム
に
よ
り
１
チ
ー
ム
３
～
５
試
合
の

和
気
あ
い
あ
い
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま

し
た
。

10
月
７
日（
土
）
午
前
、
残
暑
厳
し

い
好
天
の
な
か
新
荘
小
学
校
校
庭
に

お
い
て
、
令
和
５
年
度
新
荘
地
区
市
民

運
動
会
が
川
又
一
郎
実
行
委
員
長
の

も
と
ス
ポ
レ
ク
部
計
画
に

よ
り
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
長
い
間
芝
生

を
養
生
し
綺
麗
に
な
っ
た

グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
競

技
は
昨
年
度
同
様
、
午
前

中
に
個
人
種
目
の
み
で
行

い
ま
し
た
。

参
加
者
は
昨
年
よ
り
や

や
少
な
い
４
０
０
人
程
度

に
留
ま
り
ま
し
た
が
、
小

学
生
が
昨
年
よ
り
多
く
参

加
し
ま
し
た
。

１
月
17
日（
水
）、
晴
天
に
恵
ま
れ

た
日
、
新
荘
地
区
エ
コ
リ
サ
イ
ク
ル

研
修
会
が
33
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

研
修
会
は
午
前
、
桜
川
市
の
雨
引

観
音
を
参
拝
し
た
後
、
午
後
、
八
千

代
町
に
あ
る
関
東
リ
サ
イ
ク
ル
工
場

「
エ
フ
ピ
コ
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
の
関
東
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
は
、
国

内
シ
ェ
ア
４
割
を
占
め
る
発
砲
ス
チ

ロ
ー
ル
食
品
ト
レ
ー
の
ト
ッ
プ
メ
ー

カ
ー
で
、
こ
の
工
場
で
は
、
回
収
し
た

使
用
済
ト
レ
ー
か
ら
エ
コ
ト
レ
ー
の
原

料
を
作
っ
て
お
り
、
そ
の
工
程
を
見
学

し
ま
し
た
。
そ
の
工
程
で
は
、
最
初
に

使
用
済
ト
レ
ー
を
多
く
の
人
手
に
よ
っ

て
丹
念
に
選
別
作
業
を
行
っ
た

後
、
何
度
も
洗
浄
、
粉
砕
を
繰
り

返
し
ト
レ
ー
の
原
料
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
日
頃
使
っ
て
い
る
食
品

ト
レ
ー
が
大
変
な
労
力
で
作
ら
れ

て
い
る
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
い
か
に
資
源
物
回
収
が
大
切

か
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
リ
サ

イ
ク
ル
の
仕
組
み
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

11
月
12
日（
日
）、
新
荘
地
区
歩
く
会

が
、
雨
模
様
の
天
候
の
な
か
、
偕
楽
園

と
千
波
湖
地
域
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

参
加
者
は
天
候
の
影
響
も
あ
っ
て
37

人
で
、
登
り
下
り
の
あ
る
約
９
キ
ロ
の

道
の
り
を
約
３
時
間
で
歩
き
ま
し
た
。

歩
数
は
約
１
万
５
千
歩
で
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
８
時
半
新
荘
市
民
セ

ン
タ
ー
出
発
後
、
偕
楽
園
表
門
か
ら
本

園
を
通
っ
て
東
門
を
抜
け
、
七
曲
坂
を

下
っ
て
好
文
茶
屋
前
で
小
休
止
。
そ

の
後
、
千
波
湖
を
マ
イ
ペ
ー
ス
で
一
周

し
、
ザ
迎
賓
館
偕
楽
園
別
邸
前
を
通
過

し
公
園
セ
ン
タ
ー
で
休
憩
。
最
後
は
、

紅
葉
に
は
ま
だ
早
い
も
み
じ
谷
で
記
念

撮
影
し
歴
史
館
の
い
ち
ょ
う
ま
つ
り
を

見
て
、
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
。

市
民
セ
ン
タ
ー
到
着
後
雨
が
降
り
出

し
、
各
自
弁
当
を
受
け
取
り
自
由
解
散

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
種
目
が
加
わ
っ
た
こ
と

で
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
取
り

組
み
、
運
動
会
が
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

優 勝 横山はな･袴塚孝太・
横山ひおりチーム

二 位 竹貫純子･椹沢庸平・
龍崎正紀チーム

三 位 中村哲也・塙俊夫・
三田部志げチーム

四 位 寺門優季・寺門るい・
山部正彦チーム

結 果 第
２
回

和
気
あ
い
あ
い

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
で

令
和
５
年
度

（
第
62
回
水
戸
市
体
育
祭
）

新
荘
地
区
市
民
運
動
会

新
荘
地
区

エ
コ
リ
サ
イ
ク
ル
研
修
会
『
関
東
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
「
エ
フ
ピ
コ
」』
を
研
修
し
て

新
荘
地
区
歩
く
会

偕楽園もみじ谷にて
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令
和
５
年
度

紅
葉
の
偕
楽
園
と

千
波
湖
地
域
の

水
戸
路
を
歩
く

決勝及び３位決定戦

みんなが楽しんだパン取り競争

親子で仲よく

新荘地区エコリサイクル研修会参加者

使用済みトレーの選別作業状況

開
催



川
又
健
志
・
塩
井
雅
子
・
岩
淵
延
子

編
集
部
委
員

猿田仁美

九
月
一
日
付
で
着
任
し
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

９
月
18
日（
月
）
敬
老
の
日
、
令
和
５

年
度
新
荘
地
区
「
福
寿
の
つ
ど
い
」
が

残
暑
厳
し
い
晴
天
の
な
か
、
新
荘
市
民

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
青
木
實
実
行
委
員

長
主
催
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
昨
年
度
か
ら
新
し
い
敬

老
会
の
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
及
び
90
歳

以
上
に
達
す
る
方
（々
４
月
～
翌
３
月

生
ま
れ
）を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
該
当
の
招
待
者
４
５
３
人

中
、
52
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

前
半
の
式
典
で
は
、
高
橋
靖
水
戸
市

長
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
に
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
青
山
道
隆
様
に
参
加

者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。後

半
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
山

崎
薫
様
に
歌
謡
曲
を
披
露
し
て
い
た
だ

い
た
ほ
か
、マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
ラ
・

ジ
ュ
ネ
ス
様
に
、「
懐
か
し
の
昭
和
ラ

プ
ソ
デ
ィ
ー
」
と
題
し
数
多
く
の
演
奏

を
し
て
い
た
だ
き
、
観
客
は
感
動
し
て

お
り
ま
し
た
。
会
の
最
後
は
支
援
に
当

た
っ
た
実
行
委
員
29
名
と
共
に
「
ふ
る

さ
と
」
を
合
唱
し
、
和
や
か
に
終
了
し

ま
し
た
。

「
福
寿
の
つ
ど
い
」
開
催

令
和
５
年
度

新
荘
地
区

特
別

寄
稿

新
荘
小
学
校

校
長
　千
ヶ
﨑
高
志

教
育
力

地
域
の

先
日
、
地
域
の
方
々
を
お
招
き
し

て
、
児
童
と
一
緒
に
給
食
を
食
べ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

に
お
邪
魔
し
て
、
男
の
子
二
人
の
間
に

入
っ
て
一
緒
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
で
一
番
好
き

な
の
は
な
あ
に
？
」「
カ
レ
ー
で
す
。」

「
給
食
の
カ
レ
ー
は
お
い
し
い
よ
ね
。

お
家
の
カ
レ
ー
と
ど
っ
ち
が
好
き
？
」

「
ど
っ
ち
も
大
好
き
で
す
。」「
お
か
わ

り
す
る
？
い
つ
も
い
っ
ぱ
い
食
べ
る

の
か
な
？
」「
い
つ
も
た
く
さ
ん
食
べ

て
い
ま
す
。」「
好
き
嫌
い
な
く
、
し
っ

か
り
と
食
べ
る
の
は
と
て
も
い
い
こ

と
だ
ね
。え
ら
い
ね
ー
。」

給
食
で
は
、
い
つ
も
だ
い
た
い
こ
ん

な
感
じ
の
会
話
が
あ
り
ま
す
。
向
か
い

の
席
の
女
の
子
た
ち
は
目
線
を
下
げ
て

話
に
入
り
ま
せ
ん
。
好
き
嫌
い
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
気
ま
ず
い
雰

囲
気
で
す
。
こ
ん
な
時
は
そ
っ
と
し
て

お
い
て
あ
げ
ま
す
。

そ
の
時
、
女
の
子
た
ち
の
間
に
座
っ

て
い
た
女
性
の
お
客
様
が
子
ど
も
た
ち

に
話
し
ま
し
た
。

「
わ
た
し
は
、
小
学
生
の
時
は
好
き
嫌

い
ば
か
り
で
、
給
食
は
い
つ
も
た
く
さ

ん
残
し
て
い
た
わ
。」

「
で
も
大
丈
夫
な
の
よ
。
大
人
に
な
る

と
意
外
と
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
も

の
な
の
よ
。心
配
な
い
わ
。」

女
の
子
た
ち
の
顔
が
上
が
り
、
明
る

い
表
情
に
変
わ
り
ま
し
た
。
私
も
助
か

り
ま
し
た
。

好
き
嫌
い
な
く
、
し
っ
か
り
食
べ
る

こ
と
が
よ
い
こ
と
だ
と
、
子
ど
も
た
ち

は
知
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
べ
き
理
想
の

姿
を
教
え
て
い
く
こ
と
は
学
校
の
大
事

な
役
目
で
す
。
テ
ス
ト
で
は
満
点
を
と

る
方
が
よ
い
し
、
友
達
と
は
喧
嘩
せ
ず

仲
よ
く
す
る
方
が
よ
く
、
給
食
は
残
さ

ず
食
べ
る
方
が
よ
い
と
伝
え
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
こ
が
学
校
の
弱
い
と
こ

ろ
で
す
。

「
色
々
な
人
が
い
る
。」「
正
解
な
ど
な

い
。」「
幸
せ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
。」

「
答
え
は
一
つ
で
は
な
い
。」
な
ど
、
人

が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な

思
い
を
学
校
は
う
ま
く
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
学
校
は
常
に
理
想
を
求

め
、
子
ど
も
た
ち
は
理
想
の
姿
に
向
け

て
努
力
を
重
ね
な
が
ら
思
い
通
り
に
い

か
な
い
こ
と
に
悩
み
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
い
ろ

い
ろ
な
人
が
い
て
い
い
と
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
地
域
社
会

は
幸
せ
な
暮
ら
し
を
求
め
る
場
所
で
あ

り
、
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。
理
想
通
り
で
な
く

て
も
大
丈
夫
、
心
配
な
い
、
幸
せ
に
な

れ
る
、
と
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
将
来
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
社
会

は
安
心
で
き
る
場
所
だ
と
、
子
ど
も
た

ち
は
感
じ
て
い
ま
す
。

新
荘
地
区
の
方
々
の
教
育
力
に
支

え
ら
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
す
く
す
く

と
成
長
し
て
い
ま
す
。

昔遊び交流会（ベーゴマ）

山崎薫様による歌謡曲独唱マンドリンクラブ「ラ・ジュネス」様による合奏

入学式

ランチ交流会

持久走大会表彰式
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新
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つ

新
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民
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タ
ー


